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平成 27年度学校評価アンケート結果考察 

１ はじめに 

平成 27年度学校評価アンケートは、生徒・保護者・職員の３者についてアン

ケートを実施した。回答数は、生徒 284・保護者 255・職員 53、回収率平均 94％

であった。延べ44項目についての質問事項の内容は、学校全般について６項目、

教務関係事項８項目、進路関係事項５項目、生徒指導関係事項１１項目、総務

関係事項５項目、保健体育関係事項６項目、専門教育関係事項３項目となって

いる。各対象別の質問項目は生徒対象で 36 項目、保護者対象では 32 項目及び

意見記述欄、職員対象で 38項目を設定した。評価については 4段階評価を用い

ている。評価４を良くあてはまる、評価３がややあてはまる、評価２があまり

あてはまらない、評価１が全くあてはまらない、として評価平均が４に近いほ

ど評価が高い設定としてある。 

２ 結果分析 

（１）生徒評価について 

    評価が高い項目は、生徒指導に関する項目の中で、安全教育に関する

項目であった。評価平均が 3.4を超えていた。最高値を示した項目は評価

平均 3.55の実習時の安全教育に関する項目であった。 

    評価が最も低い項目は、家庭学習の指導に関する項目で評価平均 2.95

であった。 

（２）保護者評価について 

    評価が高かった項目は、生徒徴収金の明瞭化 3.42・校内美化活動 3.48・

生徒の学校生活充実度 3.41・生徒を入学させてよかった 3.5・資格取得へ

の学習指導 3.4 と評価項目にばらつきがあった。最高評価を得たのは、あ

いさつや服装などの身だしなみ指導についてで、評価平均 3.54であった。 

    評価が最も低い項目は、生徒評価と同じく家庭学習に対する指導で評

価平均は 2.79であった。その他にも 2.98 の中退・不登校に対する指導も

評価が低かった。 

（３）職員評価について 

    評価が高かった項目は、校内研修について 3.64・授業改善について

3.58・あいさつや服装などの身だしなみ指導について 3.64・図書館利用

について 3.52で、実習時の安全教育 3.68 等、主に授業改善への取り組み

に高い評価を得た。最高評価を得たのは、HPの更新等の広報活動に対す

る取り組みで、評価平均 3.7であった。 

    評価が最も低い項目は、生徒・保護者評価と同じく家庭学習に対する

指導で評価平均は 2.42であった。その他にも 3.02の健康教育に対する指

導も評価が低かった。 



2 

 

（４）過年度比較について 

  過年度比較については、過去３年間の評価平均と本年度の評価平均の差を

標準偏差（生徒 0.13保護者 0.16職員 0.24）から、0.2以上と以下で比較検討

した。【標準偏差の値で偏差値の 10を表わす】 

  まずは、0.2以上評価平均が下落した項目が無かった事が特徴的である。 

  更には、生徒評価については 36 項目中 17 項目が 0.2 以上の上昇、職員評

価でも 38 項目中 13 項目が 0.2 以上の評価上昇がみられた。保護者評価につ

いては、0.2 以上の上昇は 2項目に留まったが 32項目中 24項目が上昇という

結果を得ている。以下についてはいくつかの特徴的なものを上げて分析する。 

 

（４）－１ 学校全般質問項目

の中で、生徒対象に行った「学

校行事である商工フェスタや体

育祭は楽しく充実している」に

回答した生徒は、回答者の評価

平均が 3.39昨年度の数値には及

ばなかったものの、高い評価を

得ている。魅力ある学校行事の

創造に励みになる数値である。 

 

 

 

（４）－２ 本校では授業改革

と同時に、基礎学力の向上にも

取り組んでいる。グラフのとお

り、総合的に評価は上昇してい

る。特に生徒の評価が上昇して

いることに注目した。職員評価

が低下したがその分を補うよう

に生徒評価が上昇している。生

徒に基礎学力向上を意識させて

取り組みを続けている成果では

ないか。 
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（４）－３ 生徒・保護者

対象に行った「本校で充実

した生活を送っている」に

回答した生徒の評価平均が

上昇し全体を押し上げてい

る結果となった。生徒が学

校生活を積極的に送ってい

る事の表れである。 

 

 

（４）－４ 生徒・保護者

を対象に質問した項目で、

着実に評価平均を上げてき

ている。この事は、我々が

目指す教育目標と合致して

いる。生徒の評価平均 3.17

は他の評価平均に比べ決し

て高い物では無いが、着実

な上昇をしている。 

 

 

（４）－５ 昨年度まで毎

年 2 ケタの数の生徒が進路

変更している。外部専門機

関であるSSWやSCの活用

は、職員に対して広がって

いる様である。しかしなが

ら、保護者に対する活動と

しての広がりを考慮する必

要がある。26年度から評価

上昇は0.03に留まっている。 
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（４）－６ 学習課題に対す

る生徒や保護者の感覚は上昇

傾向にある数値である。特に

生徒・職員の評価平均は高く

次の項目に挙げる家庭学習の

推進のヒントになり得る評価

である。 

 

 

 

（４）―７ 昨年度から評価項

目の中でも低い評価で推移し

ている項目である。生徒の現状

を把握したうえでの対応が求

められる項目であると感じて

いる。 

 

３ 保護者意見欄から 

●服装検査の基準が先生によって違う。 

●先生間のまとまりが無いように感じる。 

 少数の意見であるものの、謙虚に受け止め課題とする。 

 

４ 結果考察 

 全体的に評価平均については、過年度比較で上昇傾向を示している。特に

生徒や保護者の評価では、学校生活全般において満足度は高まっている事が

認識できる。学校の経営方針でもある「在校生に学校生活を充実させる」と

いう目標にも合致している。 

HPの更新や学校の様子を広報する項目では、保護者・職員で高い評価を得

たが生徒の評価が低かった。日常的に生徒が学校の HP に接していない事が

窺われる。生徒指導や進路指導については全般的に評価が高いが、進路指導

については広報活動、生徒指導については、環境美化活動・ボランティア活
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動に対する評価が低かった。 

  学習指導に関しては、授業に対する評価は高いが、家庭学習への指導は評

価が低く生徒・保護者・職員の全てにおいて評価最低値であった。 

  生徒・保護者に対して意識の違いが窺えたのは、育友会に関係する書類に

ついてであった。生徒・保護者は、書類提出に対して高い評価を出していた

が職員の評価は比較的低かった。 

  特に評価が高かったのが資格試験や実習時の安全教育等の専門教育に関す

る事項であった。 

  本年度から職員に対して加えた項目の校務改善についての項目は、評価と

しては低い結果となった。数名の職員と面談すると、自己評価として生徒と

の関わりを十分持てなかったという評価を付けたという回答があった。質問

の趣旨とずれはあったが今後の評価に期待したい。 

  全項目での評価平均は、生徒が平成 24年度 2.96、平成 25年度 3.14、平成

26年度3.17本年度3.3と順調に上昇している。保護者では、平成24年度3.07、

平成 25 年度 3.18、平成 26 年度 3.26、本年度 3.17 と若干下降しているが、

育友会との関係協力や情報発信の方向性を見直す機会としたい。職員は、平

成 24 年度 3.10、平成 25 年度 3.22、平成 26 年度 3.28、本年度 3.33 と順調

に上昇中である。昨年度数値的努力目標とした評価平均 0.05の上昇を生徒・

職員で果たす事が出来た。職場環境を良好な状態を保ちつつ評価の課題とな

ったものについて改善を図るように次年度は取り組みたい。評価平均を 0.02

の上昇を目標とする。 



対象

年度 av24-26 H27 差 av24-26 H27 差 av24-26 H27 差 生徒 保護者 職員

1
学校新聞やホームページ、一斉メー
ルをとおし、生徒、保護者に対して
適切な広報ができている。

生保職 3.02 3.05 0.03 3.34 3.37 0.03 3.53 3.70 0.17 → → ↗

2
学校行事である商工フェスタやス
ポーツ祭は楽しく充実している。

生 3.17 3.39 0.22 0.00 0.00 ↑

3 生徒徴収金に対する会計の明瞭化は
適切にできている

保 0.00 3.37 3.42 0.05 0.00 →

4
本校の校内研修は、資質向上に役
立っている。

　　職 0.00 0.00 3.46 3.64 0.18 ↗

5
わかる授業、興味・関心を持てる
ような授業が行われている。

生職 3.09 3.14 0.05 0.00 3.20 3.16 -0.04 → →

6
本校は基礎学力向上のため、十分
な学習指導ができている。

生保職 2.98 3.26 0.28 3.08 3.20 0.12 3.04 3.32 0.28 ↑ ↗ ↑

7
公開授業や研究授業により教科指
導の工夫改善を行い、分かる授業
を行うことができている。

　保職 0.00 3.11 3.21 0.11 3.14 3.58 0.44 ↗ ↑

8
与えられた宿題や課題は、きちん
と学習し提出できている。

生保職 3.05 3.37 0.32 3.06 3.18 0.12 2.91 3.12 0.21 ↑ ↗ ↑

9
考査前の学習指導は適切にできて
いる。

生保職 3.14 3.33 0.20 3.11 3.10 -0.01 3.23 3.18 -0.05 ↗ → →

10
家庭学習の指導は適切にできてい
る。

生保職 2.83 2.95 0.12 2.83 2.79 -0.04 2.50 2.42 -0.08 ↗ → ↘

11
学年ごとに生徒の進路に応じた指
導（キャリア教育）ができている
。

生保職 3.05 3.21 0.16 3.12 3.19 0.07 3.11 3.26 0.15 ↗ → ↗

12
進路ニュース等の情報提供は、適
切にできている。

生保職 3.06 3.25 0.19 3.04 3.05 0.01 3.02 3.08 0.05 ↗ → →

13
自らの進路を考える環境があり、
望ましい職業観や勤労観を学ぶこ
とができている。

生保職 3.02 3.26 0.24 3.07 3.15 0.08 2.98 3.20 0.22 ↑ → ↑

14
社会の一員としての意識（公平、公
正、勤労、奉仕、公共心など）をは
ぐくむ指導は十分できている。

生保職 3.05 3.22 0.17 3.14 3.22 0.08 3.12 3.16 0.04 ↗ → →

15
就職指導（学習）・進学対策への取
組は適切にできている。

生保職 3.15 3.31 0.16 3.16 3.25 0.09 3.20 3.25 0.05 ↗ → →

増減番

号
質問項目

生徒 保護者 職員



16
基本的生活習慣や規範意識をはぐ
くむ指導は十分できている。

生保職 3.09 3.32 0.23 3.17 3.23 0.06 3.22 3.48 0.26 ↑ → ↑

17
挨拶や服装など身だしなみの指導
は適切にできている。

生保職 3.33 3.48 0.16 3.35 3.54 0.20 3.39 3.64 0.25 ↗ ↗ ↑

18
地域や校内で美化活動に積極的に
取り組み、校内はきれいに整備で
きている。

生保職 3.03 3.20 0.17 3.35 3.48 0.14 3.21 3.43 0.22 ↗ ↗ ↑

19
命の大切さや人間関係づくりをは
ぐくむ指導は十分できている。

生保職 3.13 3.34 0.21 3.20 3.29 0.09 3.17 3.21 0.04 ↑ → →

20
いじめなどへの対応は適切にでき
ている。

生保職 3.09 3.29 0.20 3.11 3.17 0.07 3.29 3.44 0.16 ↑ → ↗

21
日頃から、周囲の人に対して、人権
尊重を意識した言動に心がけている
。

　　職 0.00 0.00 3.37 3.38 0.01 →

22
本校の人権教育は適切であり、人権
について考える内容である。

生 3.13 3.33 0.20 0.00 0.00 ↑

23

関わる生徒に対し本校で充実した
生活を送れるよう指導を尽くして
いる。充実した生活ができている
。

職 0.00 0.00 3.26 3.29 0.03 →

24
中退者・不登校の減少のための手
立てを組織的に取組むことができ
ている。

　　保職 0.00 2.95 2.98 0.03 2.96 3.29 0.33 → ↑

25
本校で充実した生活を送っている
。

生保 2.99 3.29 0.30 3.28 3.41 0.13 0.00 ↑ ↗

26
学校版ＩＳＯの取組(節電、節水
、整理整頓)は十分できている。

生職 2.94 3.16 0.22 0.00 3.19 3.13 -0.05 ↑ ↘

27
ボランティア活動の情報提供や取
組は十分にできている。

生保職 2.98 3.21 0.23 3.11 3.19 0.08 3.17 3.19 0.03 ↑ → →

28
育友会関係文書は確実に保護者に
渡し、担任に提出することができ
ている。

生保職 3.17 3.42 0.24 3.21 3.25 0.05 3.04 3.15 0.12 ↑ → ↗

29
広報紙「風青」及びＰＴＡ新聞「雲生
るる」は生徒の活動を理解する内容
になっている。     

生保職 3.06 3.26 0.20 3.15 3.20 0.05 3.23 3.48 0.25 ↗ → ↑

30
図書館は利用しやすい環境になって
いる。

生　職 2.96 3.36 0.39 0.00 3.28 3.52 0.24 ↑ ↑

31
図書館だよりで紹介された本は読書
の参考となる内容になっている。

生保職 2.87 3.23 0.36 3.00 3.10 0.10 3.08 3.44 0.36 ↑ ↗ ↑



32
芸術鑑賞は心豊かになる内容となっ
ている。

生　職 3.23 3.42 0.20 0.00 3.40 3.46 0.06 ↗ →

33
自らの健康（心身の健康や体力の
向上）管理ができる指導ができて
いる。

生保職 3.17 3.31 0.15 3.13 3.17 0.03 2.92 3.02 0.10 ↗ → ↗

34
安全面・健康面に十分配慮した指導
ができている。

生保職 3.25 3.42 0.17 3.21 3.28 0.07 3.28 3.45 0.17 ↗ → ↗

35
交通安全教育（自転車や原付、委員
会活動）の指導は適切に行われてい
る。

生保職 3.31 3.45 0.14 3.26 3.37 0.10 3.48 3.56 0.07 ↗ ↗ →

36
施設の安全管理は適切にできてい
る。

生保職 3.32 3.50 0.18 3.26 3.25 -0.01 3.27 3.38 0.11 ↗ → ↗

37
丁寧で的確な電話の対応ができて
いる。

　　保職 0.00 3.34 3.36 0.02 3.41 3.38 -0.03 → →

38
部活動をしたいと思っている。指
導は適切に行われている。

生保職 2.78 3.17 0.39 3.09 3.13 0.04 3.08 3.18 0.10 ↑ → ↗

39
本校に入学して・させて良かった
と思っている。

生保 2.85 3.17 0.32 3.27 3.50 0.23 0.00 ↑ ↑

40
チャレンジタイムの活用で学習や
読書への意識を高めることができ
ている。

生 3.01 3.27 0.26 0.00 0.00 ↑

41
資格取得に対する指導は充分でき
ている。

生保職 3.29 3.46 0.17 3.18 3.40 0.22 3.28 3.52 0.24 ↗ ↑ ↑

42
専門的な知識・能力の育成に向け
た指導が適切にできている。

生保職 3.22 3.38 0.15 3.22 3.30 0.08 3.27 3.55 0.28 ↗ → ↑

43
実習時の安全作業の指導は適切に
できている。

生職 3.46 3.55 0.09 0.00 3.53 3.68 0.15 → ↗

44
校務改善で生徒と向き合う時間が
以前より増加した。

職 3.08 →

平均値 3.09 3.30 0.21 3.17 3.21 0.06 3.20 3.33 0.12

標準偏差 0.15 0.13 0.12 0.16 0.20 0.24


